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し
か
し
な
が
ら
、
大
型
店
の
郊
外
立

地
や
中
心
市
街
地
か
ら
郊
外
へ
の
施
設

整
備
の
進
展
は
、
徐
々
に
居
住
人
口
の

郊
外
移
転
を
伴
い
、
中
心
市
街
地
は
空

洞
化
・
高
齢
化
が
進
ん
で
来
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
に
、
中
心
地
が
空
洞
化
し

人
が
集
ま
る
地
域
や
商
業
の
重
心
が
郊

外
に
片
寄
っ
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で

官
民
に
よ
っ
て
重
点
的
に
社
会
資
本
の

投
下
が
な
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
無

駄
に
し
、
今
後
行
わ
れ
る
山
梨
市
の
活

性
化
自
体
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
ら
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
商
業
者
や
住

民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
商
業
活
性
化

の
動
き
は
、
住
民
が
誇
り
と
す
る
歴
史

や
伝
統
・
文
化
に
あ
ふ
れ
る
街
の
中
で

安
全
で
安
心
し
て
生
き
生
き
暮
ら
せ
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　
こ
の
た
び
出
店
計
画
が
浮
上
し
て
い

る
店
舗
の
規
模
や
地
域
は
、
山
梨
市
が

現
在
進
め
て
い
る
山
梨
市
総
合
計
画
審

議
会
で
協
議
さ
れ
て
い
る
「
駅
前
か
ら

市
役
所
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
消
費
者
や
乗
降
客
を
増
や
し

そ
こ
に
人
を
集
め
る
こ
と
が
必
要
」
と

す
る
い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

の
目
的
に
合
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　
土
地
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
な
い
郊

外
へ
の
大
型
店
の
出
店
や
大
型
商
業
施

設
が
こ
れ
以
上
無
秩
序
に
増
え
る
こ
と

は
、
効
率
的
で
計
画
的
な
土
地
利
用
の

推
進
、
総
合
的
な
交
通
体
系
の
整
備
、

快
適
な
都
市
環
境
の
形
成
な
ど
を
目
指

し
て
い
る
山
梨
市
の
計
画
に
逆
行
し
て

お
り
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
山

梨
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
な
り
え
ま
せ

ん
。
今
後
、
益
々
進
む
少
子
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
地
方
都
市
と
し
て
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
住
み
良
い
社
会
で
あ

り
地
域
住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
．
地
域
住
民
や
山
梨
市
民
の
生
活
や

環
境
に
大
き
な
影
響
が
及
び
ま
す

　
市
民
に
と
っ
て
買
物
す
る
場
の
選
択

肢
が
ふ
え
る
こ
と
は
、
一
見
、
快
適
な

生
活
を
過
す
う
え
で
良
い
事
で
あ
り
拒

む
必
要
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
商
業
環
境
が
飽
和

状
態
に
あ
る
中
で
、
は
た
し
て
、
山
梨

市
民
・
地
域
住
民
が
考
え
て
い
る
よ
う

な
快
適
な
生
活
が
お
く
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
既
存
の
大
型
店
で
は
、
深
夜
に
至
る

ま
で
の
照
明
の
問
題
、
駐
車
場
の
治
安

の
問
題
、
交
通
渋
滞
の
問
題
な
ど
に
細

心
の
神
経
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
今
回
の
郊
外
へ
の
出
店
計
画

で
は
、
深
夜
営
業
や
大
駐
車
場
が
予
想

さ
れ
大
駐
車
場
に
つ
い
て
は
青
少
年
の

た
ま
り
場
と
化
し
、
生
活
道
路
に
大
量

の
自
動
車
が
進
入
し
て
く
れ
ば
、
住
民

に
と
っ
て
日
々
の
出
入
り
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
な
交
通
渋
滞
を
招
く
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ェ
ー
ン
の
大
型
店
は
、
近
年
の
厳
し

い
流
通
業
界
を
背
景
と
し
て
、
ま
ま
、

本
社
経
営
状
況
を
理
由
と
す
る
支
店
の

撤
退
を
生
じ
て
お
り
、
施
設
の
廃
墟
が

社
会
問
題
化
し
た
事
例
も
出
て
お
り
ま

す
。
　
そ
し
て
、
計
画
地
は
近
く
に
総
合
病

院
や
小
中
学
校
が
あ
り
、
住
民
に
は
安

心
し
た
治
療
や
通
学
の
安
全
確
保
な
ど

新
た
な
課
題
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
更
に
、
今
回
の
計
画
は
、
山
梨
市
で

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
規
模
で
あ
る
た

め
、
既
存
の
地
域
密
着
型
商
店
に
と
っ

て
は
死
活
問
題
と
な
り
、
旧
山
梨
市
地

区
は
も
と
よ
り
特
に
、
牧
丘
三
富
両
地

区
で
の
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
交
通
弱
者
が
、
買
物
を
す
る
場
所

を
失
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ゆ
え
に
選
択
肢
が
ふ
え
る
ど
こ
ろ
か

日
々
の
暮
ら
し
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ず
、
地
域
住
民
や
山
梨

市
民
に
と
っ
て
本
当
に
住
み
よ
い
環
境

を
つ
く
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
と
い
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

四
．
地
域
の
中
小
・
零
細
小
売
店
が
減

少
す
る
こ
と
は
雇
用
不
安
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
元
中
小
小
売
店
と
既

存
大
型
店
は
自
助
努
力
を
し
な
が
ら
切

磋
琢
磨
、
共
存
共
栄
を
は
た
し
て
き
ま

し
た
。
既
存
の
企
業
で
沢
山
の
山
梨
市

民
が
働
き
、
収
入
を
得
て
、
家
族
を
支

え
山
梨
市
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
の
企
業
も
景
気
と
消
費
の
低
迷

が
続
く
中
で
多
く
の
雇
用
を
支
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
以
上
、
巨
大
資
本
に
よ
る

競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
耐
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
今
日
、
互
助
の
観
点
か
ら
地
産
地
消

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
大
型
店
は
、
市
場

競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
、
原
価
を
抑
え

経
営
の
効
率
化
を
最
大
限
に
求
め
る
と

き
、
本
当
に
地
元
の
生
産
者
や
企
業
の

利
益
確
保
、
方
針
な
ど
を
尊
重
し
て
く

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
雇
用
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

地
元
の
中
小
・
零
細
小
売
店
が
減
少
す

る
こ
と
は
、
生
活
の
糧
を
失
う
こ
と
に

通
じ
、
失
業
者
が
増
え
社
会
不
安
を
も

た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
型
店
の
出

店
に
よ
る
雇
用
の
増
加
は
、
パ
ー
ト
・

契
約
社
員
な
ど
の
雇
用
形
態
の
違
い
か

ら
長
期
雇
用
は
望
め
ず
、
一
概
に
定
住

人
口
を
支
え
る
雇
用
に
結
び
つ
く
も
の

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
地
方
都
市
経
済
情
勢
で
は
、

こ
れ
ら
失
業
者
を
全
て
吸
収
で
き
る
余

力
は
見
込
め
な
い
の
が
実
態
で
す
。

五
．
幹
線
道
路
（
国
道
百
四
十
号
線
、

県
道
市
之
蔵
・
山
梨
線
）
及
び
笛
吹
川

に
架
か
る
八
幡
橋
の
交
通
渋
滞
が
一
段

と
悪
化
し
て
山
梨
市
の
発
展
を
阻
害
し

ま
す
。

　
山
梨
市
は
、
昔
か
ら
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、

県
都
甲
府
市
と
西
関
東
、
首
都
圏
を
結

び
人
・
物
・
情
報
の
移
動
に
活
用
さ
れ

私
た
ち
の
地
域
発
展
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
市
の
北
東
か
ら
南
西
に
か
け

走
る
国
道
百
四
十
号
線
は
、
朝
晩
を
中

心
に
相
当
の
交
通
量
が
み
ら
れ
、
市
民

や
来
客
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
道
路
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
計
画
店
舗

が
建
設
さ
れ
る
と
、
店
舗
の
周
辺
道
路

や
八
幡
橋
な
ど
の
架
橋
だ
け
で
な
く
、

山
梨
市
の
幹
線
道
路
に
も
今
以
上
に
著

し
い
交
通
渋
滞
が
お
き
て
し
ま
い
ま
す
。

交
通
渋
滞
は
，
日
常
の
市
民
生
活
に
不

便
を
生
じ
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
交
通

事
故
の
増
加
や
、
人
や
物
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
容

易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　
山
梨
市
の
将
来
展
望
を
考
え
る
と
き

こ
の
よ
う
な
交
通
渋
滞
を
招
く
よ
う
な

出
店
計
画
を
許
す
こ
と
は
、
交
通
の
利

便
性
に
お
い
て
山
梨
市
が
持
っ
て
い
る

有
利
な
面
を
放
棄
す
る
と
と
も
に
、
歴

史
と
文
化
・
豊
か
な
自
然
・
や
す
ら
ぎ

と
活
力
あ
る
快
適
住
環
境
都
市
山
梨
市

の
構
築
に
課
題
が
生
じ
る
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　六
．
無
秩
序
な
大
型
店
の
出
店
は
、
地

域
経
済
全
体
の
衰
退
に
ま
で
波
及
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
般
、
「
ま
ち
づ

く
り
三
法
」
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た

　
昭
和
四
十
九
年
に
施
行
さ
れ
た
大
規

模
小
売
店
舗
法
で
は
、
消
費
者
の
利
益

に
配
慮
し
つ
つ
周
辺
の
中
小
小
売
業
者

の
事
業
機
会
を
適
正
に
確
保
す
る
商
業

調
整
法
で
し
た
が
、
こ
の
役
目
が
終
わ

っ
た
と
し
て
平
成
十
二
年
か
ら
は
大
規

模
小
売
店
舗
立
地
法
と
な
り
、
大
型
店

の
立
地
周
辺
の
生
活
環
境
保
持
の
観
点

か
ら
だ
け
調
整
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
全
国
各
地
に
お
い
て
無

秩
序
な
郊
外
へ
の
出
店
が
相
次
ぎ
、
地

域
に
根
付
い
た
小
売
業
は
危
機
に
瀕
し

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
空
き
店
舗
の

増
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
衰
退
、
伝
統
・
文
化
の
継
承
難
、
青

少
年
問
題
の
深
刻
化
、
高
齢
者
の
生
活

利
便
の
低
下
な
ど
様
々
な
問
題
が
顕
在

化
し
、
地
域
経
済
全
体
の
衰
退
に
ま
で

進
み
か
ね
な
い
状
況
が
お
き
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
企
業
の
う
ち
九
十
九
％
以
上

は
中
小
企
業
で
あ
り
、
そ
こ
に
七
十
％

を
超
え
る
人
が
働
い
て
い
る
状
況
の
中

で
、
地
域
の
中
小
企
業
が
疲
弊
す
れ
ば

国
の
力
も
税
収
も
不
安
定
な
も
の
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

が
施
行
さ
れ
て
五
年
目
の
昨
年
、
中
小

企
業
を
代
表
す
る
全
国
二
千
三
百
四
十

二
の
商
工
会
が
、
全
国
商
工
会
連
合
会

を
通
じ
日
本
商
工
会
議
所
、
全
国
中
小

企
業
団
体
中
央
会
、
全
国
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
の
三
団
体
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
問
題
を
社
会
問
題
と
し
て
捉

え
る
中
で
生
活
者
の
利
益
の
視
点
に
立

っ
て
、
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
を
抜
本

的
に
見
直
す
よ
う
政
府
・
関
係
方
面
に

強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
・

国
民
に
広
く
問
題
を
提
起
し
、
地
域
再

生
の
実
現
を
目
指
し
た
運
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
先
般
の
第
百
六
十
四
回

通
常
国
会
に
お
い
て
、
改
正
ま
ち
づ
く

り
三
法
が
審
議
さ
れ
、
大
型
店
の
郊
外

進
出
で
地
方
都
市
の
駅
前
な
ど
空
洞
化

が
進
む
中
心
市
街
地
を
再
生
す
る
た
め

延
べ
床
面
積
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
大
型
店
の
郊
外
立
地
の
原
則
禁

止
や
広
域
調
整
の
仕
組
み
な
ど
の
規
制

策
を
盛
り
込
ん
だ
「
都
市
の
秩
序
あ
る

整
備
を
図
る
た
め
の
都
市
計
画
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
可
決
成

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
と
お
り
、
山
梨
市
商
工
会
は

長
期
的
な
観
点
に
基
づ
き
、
株
式
会
社

ベ
イ
シ
ア
並
び
に
株
式
会
社
さ
え
き
が

計
画
す
る
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
食
品
Ｓ
Ｍ
を
核
と
す
る
大
型
店

の
出
店
に
つ
い
て
反
対
い
た
し
ま
す
。

　
改
正
ま
ち
づ
く
り
三
法
に
よ
り
中
心

市
街
地
が
守
ら
れ
る
と
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
逆
に
自
助
努
力
で
再
起
す
る
チ

ャ
ン
ス
と
考
え
、
適
正
な
競
争
の
も
と

に
市
内
の
企
業
が
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
、
消
費
者
に
支
持
さ
れ
る
魅
力
あ
る

商
業
・
地
域
づ
く
り
に
励
む
と
と
も
に

峡
東
地
域
の
中
心
山
梨
市
を
築
き
上
げ

て
き
た
先
人
の
努
力
を
再
認
識
し
、
今

こ
そ
連
携
し
て
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
山
梨
市
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご

認
識
頂
き
十
分
に
ご
検
討
さ
れ
て
、
想

定
さ
れ
る
株
式
会
社
ベ
イ
シ
ア
並
び
に

株
式
会
社
さ
え
き
の
出
店
に
対
し
て
適

切
な
ご
判
断
を
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

★牧丘三富支所事務局よりお知らせ★

支所男性職員が11月27日から翌年１月24日まで長期
研修となります。その間、本所から職員が交代で常
駐します。
会員皆様の支援体制を十分整えて参りますので、ご
相談等遠慮なくお申し出下さい。

　～融資金利情報～
（主な貸付制度）
●国民生活金融公庫（普通貸付）　　2.3％
●国民生活金融公庫（経営改善貸付）2.0％

●商工貯蓄共済融資　　　2.125％（別途保証料）

●山梨市小口資金融資
　　　　　　　　新長期プライムレート（別途料）
　　　　　　　　（別途、市が金融機関と協議し
　　　　　　　　　決定した利率）
●山梨県事業促進融資
　　　　　　　　2.4％（別途保証料）

11月30日現在

★従業員をお雇いの事業主の皆様へお知らせ★

商
工
会
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
経
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
帳
簿
の
記
帳
代
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

手
数
料
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
二
二-

〇
八
〇
六
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。(

深
沢
・
窪
田
・
千
本
）

編集後記

商工会員の皆様、師走に入り、一層
事業所の経営に励まれていることと
推察いたします。
本号で紹介したとおり、地域の環境
は厳しいものがありますが各社の
「強み」を再確認し見直す機会も必
要です。
商工会では、企業の経営革新を支援
しています。どうぞお気軽にご連絡
いただけますようお願いします。

商
工
会
は
地
域
の
総
合
振
興
を
図
り
ま
す

12月は従業員の「年末調整」、個人事業主の皆様にとっては、「確定申告」の準備時期です｡
従業員の皆様には、必要書類の準備をするようお伝えください。また大切な添付書類となりますので紛失等
なさらないようご指導ください。準備する書類の一例：生命保険料控除証明書、国民年金保険料証明書等

　
第
四
十
六
回
商
工
会
全
国
大
会
が
、
十
一
月
三
十
日

（
木
）
、
政
府
関
係
者
ら
多
数
の
来
賓
が
臨
席
の
も
と

東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
席
上
、
商
工
会
運
営
に
永
年
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら
次
の
方
々
が

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
（
役
員
功
労
者
）
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

  
表
彰
者

原　　紀

（
敬
称
略
）

蘒 


